
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和 3 年 6 月上田市議会定例会 

 

上 田 市 議 会 6 月 定 例 会 が 6 月 7 日  

会 期 2 2 日 間 で 開 会 2 5 議 案 が 可 決 成 立  

補 正 予 算 

16 億 7,700 万円 

２０１７年６月定例会号 

討議資料 

 

   
上田市議会議員 佐藤のりゆき 検索 スマートフォンからもご覧いただけます 

 

 

 

 

 

令和 3年 10月 1日から水道料金を改定（値上げ）するため、上田市水道条例の

一部を改正する議案が上程され、可決されました。これにより、基本料金のみ

が１９．４％引き上げられることにより、水道料金が平均改定率８．３％値上

げされます。経過措置として、施行日前から継続して水道を使用している者の料金は、令和 3 年 11

月 30日までの間に検針する料金については、改定前の料金となります。 

 

水道料金が値上げされます 

上田市水道条例中一部改正 

上下水道事業を取り巻く環境 

上下水道事業を取り巻く環境は、人口減少や節水意識の高ま

り等により、料金及び使用量収入は今後減少していくと予想

されております。この状況を続けると、10年後には利益及び

内部留保資金ともに、ほぼなくなる見込みです。 

また、多くの施設で老朽化が進むうえ、大規模災害等への対

応を求められている中で、施設の更新や耐震化にかかる費用

が大きく、今後は年間約 15 億円を投じ、計画的に老朽化し

た施設更新や耐震化を進める方針としています。 

これまでの上田市の水道料金 

平成 18 年度 1 市 2 町 1 村が合併後の上田市においては、平

成 21 年から 23 年に地域間の調整が行われた後、平成 23 年

4月から全市統一料金となり、消費税率が５％から８％に引

き上げられた平成 26 年 4 月 1 日と８％から１０％に引き上

げられた令和元年 10 月 1 日に消費税率引き上げ分を転嫁す

るための料金改定が行われたのみで、水道料金自体は現在ま

で据え置かれている状況が続いておりました。水道料金自体

の改定は今回がはじめてとなります。 

水道料金改定の内容 （料金表） 
量水器 

の口径 

基本料金（1 カ月） 水量料金（1 ㎥につき） 

改定なし 改定前 改定後 改定率 増加額 

１３mm 596 円 712 円 

19.4％ 

+116 円 1 ㎥以上 10 ㎥以下  61 円 

11 ㎥以上 30 ㎥以下 154 円 

31 ㎥以上 50 ㎥以下 172 円 

51 ㎥以上      181 円 

２０mm 1,551 円 1,853 円 +302 円 

２５mm 2,753 円 3,289 円 +536 円 

３０mm 4,957 円 5,922 円 +965 円 

1 ㎥以上      181 円 

４０mm 9,810 円 11,720 円 +1,910 円 

５０mm 17,054 円 20,375 円 +3,321 円 

７５mm 37,956 円 45,347 円 +7,391 円 

１００mm 69,525 円 83,063 円 +13,538 円 

１２５mm 110,878 円 132,465 円 +21,587 円 

１５０mm 149,516 円 178,631 円 +29,115 円 

 

POINT 上下水道事業は、地方公営企業法により税金などによらず水

道料金等の収入により運営されなければならないとされております。 

上田市の水道料金は、料金改定後で県内 19市中 14

番目と比較的料金は低い状況にあります。しかしな

がら、市民の皆様の負担は確実に増えてしまうこと

は確かであります。上田市の水道事業においては、

つちや水源の利用などにより経費削減効果が図ら

れており、効率化が大きく進められております。そ

のような上田市であっても、人口減少等の収入減少

には追いつかない状況にあります。今後更なる効率

化に注視するとともに、すばらしい水源をもつ上田

市を更にアピールし地域の魅力を高めていかなけ

ればなりません。 

  

つちや水源 石舟浄水場 

一 般 質 問 
一般質問において、水道事業に関連して「真田地域簡易水道統合事業」について質問。真田地域簡易水道統合

事業は、渋沢・大日向地域のつちや水源と滝の入水源を上田市の水源として利用するための事業です。 

つちや水源・滝の入水源の給水はいつから 

上流地区である、宮浦地区、大日向地区（106世帯）は平成

30年 4月から給水が開始されています。当初、真田町長地区

および本原地区の一部給水を令和 3 年 3 月までと予定して

おりましたが、令和元年 10 月に発生した東日本台風災害の

影響により遅れが生じ、令和 3 年 12 月中の給水開始を目途

として工事が進められております。年内開始とならない十林

寺、小玉上郷沢、赤井、下塚、竹室地区については、令和 10

年までの給水開始を目指し事業を進めていく予定です。 

総事業費と財源 

総事業費は当初 16 億円を見込み事業着手されましたが、道

路、河川の占用等の許可条件を満たすにあたり施設の規格、

構造の見直しが必要となったこと、令和元年東日本台風災害

を踏まえ、常に安定した水を供給するため管路ルートの変

更、一定量の水量を流すための流量弁設置など水道施設等の

見直しを行ったことなどから、当初見込み額 1.5 倍の 24 億

円の事業費が見込まれています。財源は国からの交付金が 4

億円、残りの事業費の 90％の約 18億円を借り入れます。な

お、借り入れ額の 50％が交付税措置（返済時に返済額の 50％

が地方交付税として国から措置）されます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワクチン接種体制確保事業 

 駐車場事業特別会計繰出金 

上田駅周辺の市営駐車場等(上田駅お

城口自動車駐車場、上田駅お城口第二

自動車駐車場、上田駅温泉口自動車駐

車場、上田駅お城口自転車等駐車場、

上田駅温泉口自転車等駐車場)の円滑

な運営とその経理の適正を図るために

設置された会計です。例年であれば、 

黒字会計となり一般会計へ余剰金を繰り入れておりました。しか

しながら、令和 2年度においては新型コロナウイルス感染症の影

響により、観光客や新幹線利用者の減少等に伴い、駐車場利用者

も激減し、赤字分を一般会計から繰り入れることとなりました。 

令和 2 年度 3 月専決補正 

3,122 万円余 

補 正 予 算 

コールセンター回線増設伴う必要経費の追加計上  

通信運搬費 140 万円余 コールセンター業務委託料 1,751 万円余 

 
補 正 予 算 

3 4 5 万 円 

令和 3年度 4月専決補正 

1 億 7 1 9 万 円 余 

新型コロナウイルス感染症対策として、低所得の子育て世帯の実情

を踏まえた生活の支援を行うため、子育て世帯生活支援特別給付金

（ひとり親世帯分）を給付する。財源は全て国が負担。 

 

 

タブレット端末を導入し、庁議等の主な会議をペーパーレスで実施

するための経費を計上。議場主席者などの部課長を中心に配備し、

既に議会で導入しているペーパーレスシステムと協調し会議の効

率化と紙資源の削減を図るものです。 

補 正 予 算 

25 1 万円余 

 
補 正 予 算 

7 4 0 万 円 

有害鳥獣を捕獲するためのくくりワナ等にセンサーを設置し、捕

獲時にメールで通知するシステムの開発と実証実験を民間企業と

共同して行う。 

令和元年 10 月の東日本台風災害の教訓を受け、指定避難所が見直

されたことにより、新たに追加された指定避難所に半固定型無線機

を設置するための経費計上。 

 

長野県企業局の交付金を活用し、市内バズ路線のキャシュレス化

を推進するため、民間企業と共同して実証実験を行う。 

 

   

補 正 予 算 

2,625 万円 

市内民間遊休地を取得し、工場増設等の設備投資を行った企業に対

する補助金の追加計上。2社への補助を予定。 

補 正 予 算 

5 0 0 万 円 

 

スマートフォンからもご覧いただけます 上田市議会議員 佐藤のりゆき 検索 

（公財）長野県市町村振興協会の地域活動助成事業の交付金を活用

し、上田市消防団活動備品として消防団が使用するための救命胴衣

を配備する。 

 

上田・丸子・真田図書館、上田情報ライブラリー及び武石公民館図

書室における新型コロナウイルス感染症対策のための消耗品、図書

除菌機等購入経費の計上。 

総合支援資金の再貸付が終了し、追加の貸付を受けられない世帯等

の生活を支援するため、「新型コロナウイルス感染症生活困窮者自

立支援金」を支給する。財源は全て国が負担。 

事業効果 

事業着手時の試算では、真田地域の６水源及

び赤井浄水場の段階的な縮小とその後の廃

止、さらには上田地域への送水によるポンプ

の動力費の削減などにより、年間約 6,000

万円維持管理費の削減を見込んでいました

が、昨年実績で再算定すると年間約 7,000

万円の維持管理費が今後削減できる見込み。 

 

補 正 予 算 

36 0 万円余 

農業用水への影響と災害対策 

つちや、滝の入の両水源から新たに取水する一方で真田地域の既存の水源の

廃止により水量が増加する河川もあることから、農業用水に与える影響は少

ないものの、河川流量は気象条件に左右されやすく、農業用水に直接的な影

響があることから、本来河川が持つべき水量の保全も踏まえ、流量観測が継

続されます。廃止される既存の水源は、平時はそのまま河川を経て神川へ放

流され、増水による河川への影響、水害の発生等が懸念されますが、放流開

始される前に現地確認し地域の方等と協議のうえ対応していくこととして

おります。 

補 正 予 算 

10 1 万円余 

令和 3年 6月追加補正 

5 , 6 8 2 万 円 

上田市役所本庁舎が完成し、6 月定例会において新議場で 

初めての定例会が開かれました。 

人口減少が進む中、出来る限りコンパクトな庁舎とするため

議場も以前よりコンパクトになりました。傍聴席も旧議場で

は 50 席ありましたが、新議場は 30 席となりました。傍聴で

きる人数は少なくなったものの、旧議場では議員席の後ろ側

に設置されていた傍聴席が、新議場では議員席から向かって

右側に設置され、全ての議場出席者の顔が見られるように配

置されました。設備も最新となり、非常に機能的な議場にな

りました。是非、新しい議場へ傍聴にいらしてください。 

新しい議場でのはじめての議会 

 

 

新 議 場 

新議場傍聴席 

議会にタブレットが導入されました 全議員に 1 台ずつ

タブレットが導入され、これまで紙で配布されていた資

料をデータでの配布が行われました。9 月定例会まで紙

とデータを併用配布されますが、12 月定例会からは、

全てデータでの配布となり紙の配布は基本的になくな

りペーパーレス化されます。議会がまずペーパーレスに 

着手しましたが、これを受け、執行部

もペーパーレス化を図るため、6 月定

例会補正予算に執行部のタブレット

導入のための予算が計上され可決さ

れました。来年 3 月導入の予定です。 

 
議会で導入した 

タブレット 

真田地域簡易水道統合事業 

年間 7,000 万円 維持管理費削減 

 


